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令３　養　護（ 5 枚のうち 1 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅰ　消化器系について、あとの問いに答えなさい。　　　　　

１　次の図は、消化管とそれに付随する臓器の構造図及び小腸壁の内腔の拡大図です。下の①～④については、当てはまる臓器の名称
を書きなさい。⑤については、　　の部分の名称を書きなさい。⑥については、当てはまる語句を書きなさい。

２　次の文は、消化作用のしくみについて説明しています。文中（　①　）～（　⑧　）に当てはまる語句を、あとの語群ア～ソから
選んで符号を書きなさい。　　

　口腔に入った食物は咀嚼によって噛み砕かれ、唾液と混ぜられて食塊となり、咽頭に飲み下される。これを（　①　）という。
　食塊は胃へ送られ、そこで半流動性の粥状になった食物は、幽門を通って（　②　）へ送られる。さらに、小腸に送られた粥
状の食物は、筋層の収縮による（　③　）運動、（　④　）運動、（　⑤　）運動によって、消化液とよく混和され、消化が完全
に行われる。消化されなかった残渣は大腸へ送られ、下方へ送られる間に（　⑥　）を吸収されて糞塊となる。糞塊は（　⑦　）
に溜まるが、（　⑧　）に達すると便意が起こる。

語群　　ア　振り子　　　　　イ　回転　　　　　ウ　蠕動　　　　　　エ　震動　　　　オ　嚥下　　　
　　　　カ　分節　　　　　　キ　小節　　　　　ク　十二指腸　　　　ケ　直腸　　　　コ　Ｓ状結腸　
　　　　サ　上行結腸　　　　シ　横行結腸　　　ス　水分　　　　　　セ　糖質　　　　ソ　脂質　　

３　児童生徒等にも起こり得る消化器系疾患について、次の文中（　①　）～（　⑥　）に当てはまる語句を書きなさい。なお、（　③　）
と（　⑥　）については、日本語表記で書きなさい。
⑴　虫垂炎では、臍と右上前腸骨棘を結ぶ線の外側３分の１から中央の部位に圧痛があるのが特徴的で、この部位を（　①　）圧痛
点という。また、腹壁を指で静かに圧迫して急に離すと、圧迫していた時よりも手を離した時に激しい痛みを感じることを（　②　）
徴候という。
⑵　腸管機能の亢進した病態に基づき、腹痛、腹部膨満感及び便通異常が持続し、種々の腹部の不定愁訴を訴えるが、器質的病変が
証明されないものを（　③　）症候群という。
⑶　感染性胃腸炎は、嘔吐と下痢が突然始まることが特徴の疾患である。主となる病原体は、冬から春に多くみられ、ワクチンがあ
る（　④　）ウイルス、秋から冬に多くみられ、ワクチンのない（　⑤　）ウイルスの他、アデノウイルス、細菌、寄生虫などで
ある。
⑷　ベロ毒素を産生するO-157、O-26、O-111 などの大腸菌が原因となる腸管出血性大腸菌感染症は、脳症や（　⑥　）症候群など
の合併症を併発すると、時には死に至ることもある。

Ⅱ　学校における児童生徒等の定期健康診断について、あとの問いに答えなさい。

１　学校保健安全法施行規則第五条に定める健康診断の時期について、次の文中（　①　）～（　③　）に当てはまる語句を書きなさ
い。ただし、同じ番号には、同じ語句が入ります。　

　法第十三条第一項の健康診断は、毎学年、（　①　）までに行うものとする。ただし、（　②　）その他やむを得ない（　③　）
によって当該期日までに健康診断を受けることのできなかった者に対しては、その（　③　）のなくなった後すみやかに健康診
断を行うものとする。

２　「児童生徒等の健康診断マニュアル（平成 27 年度改訂）」に示された「児童生徒健康診断票（歯・口腔）」の記入上の注意と歯式に
ついて、次の文のうち、記述内容が誤っているものをア～オからすべて選んで符号で書きなさい。

ア　永久歯及び乳歯の現在歯について、現在萌出している歯は、斜線または連続横線で消す。
イ　永久歯及び乳歯のむし歯について、現在治療中の歯は「Ｃ」としない。
ウ　喪失歯「△」は、むし歯が原因で喪失した永久歯のことであり、乳歯には用いない。
エ　乳歯のサホライド塗布歯は、要観察歯「ＣＯ」に準ずるが、治療の必要な場合は「Ｃ」とする。
オ　永久歯及び乳歯のシーラント処置歯は、健全歯として扱わない。

小腸壁の内腔の拡大図

②  

③ 

⑤ 

ひだ ⑥

肛門 

④ 

①  

絨毛 

筋層 

咽頭 
図 



養
護

受
験
番
号52

令３　養　護（ 5 枚のうち 2 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅲ　手の骨について、次の問いに答えなさい。

１　次の図は、右手背側面の構造図です。各部の名称について、下の①～⑥にあてはまる語句を書きなさい。

２　次の文は、手の平をついて転んだ時に、手首に強い痛みがあり、横から見るとフォークを伏せて置いたような変形が見られる生徒
に対して養護教諭が行った処置と保健指導について、時系列で書かれたものです。

・問診と　Ａ　必要な検診　を行い、生徒自身に両手を見させて、損傷した部位（患部）と程度を確認させる。
・�ただちに患部を使うのをやめさせて　①（ア　保冷剤で患部　　イ　冷湿布で手全体　　ウ　氷嚢または氷水で前腕）を冷やす。
・その場で休ませる時は　②（ア　手を心臓より高く　　イ　手を心臓より低く）する。
・変形部位は　③（ア　そのままにする　　イ　正常な位置に戻す）。
・�副子は　④（ア　指先から手の平　　イ　指先から手首　　ウ　指先から肘　　エ　手首から肘）まで当てて固定する。
・�固定で痛みが緩和した後、⑤（ア　再び痛むようであれば受診するよう指導する　　イ　ただちに医療機関受診の準備を行う）。

⑴　文中の下線部Ａのうち、患部の運動検査で確認することを２つ書きなさい。
⑵　右の図の器具を使ったり、指ではじいたりして、骨や関節の患部から少し離れた部位に軽い
圧迫や衝撃を加えた時、患部に伝わる疼痛の名称を書きなさい。また、右の図の器具の名称を
日本語で書きなさい。
⑶　文中①～⑤について、正しい処置と指導になるように（　　　）の中からそれぞれ１つずつ
選び、その符号を書きなさい。

Ⅳ�　教室等の環境に係る学校環境衛生基準（平成 30 年４月１日施行）のうち、換気及び保温等（ただし、揮発性有機化合物を除く）に
ついて、下の表の（　①　）～（　⑨　）に当てはまる語句や数字を書きなさい。ただし、同じ番号には、同じ語句が入ります。

換
気
及
び
保
温
等

換気 換気の基準として、二酸化炭素は、（　③　）ppm以下であることが望ましい。

温度 （　④　）℃以上、（　⑤　）℃以下であることが望ましい。

相対湿度 （　⑥　）％以上、（　⑦　）％以下であることが望ましい。

浮遊粉じん （　⑧　）mg/m3 以下であること。

（　①　） 0.5 ｍ / 秒以下であることが望ましい。

一酸化炭素 （　⑨　）ppm以下であること。

二酸化窒素 0.06ppm以下であることが望ましい。

ダニ又はダニ（　②　） 100 匹 /㎡以下又はこれと同等の（　②　）量以下であること。

有頭骨 骨 ② 骨 ① 

末節骨
中節骨 

骨 ⑥ 
骨 ⑤ 

骨 ④ 骨 ③ 

図 

指骨（14個）

（５個）

（８個）

図
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令３　養　護（ 5 枚のうち 3 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅴ　学校において予防すべき感染症について、あとの問いに答えなさい。

１　次の文⑴～⑶は、学校保健安全法、学校保健安全法施行令及び学校保健安全法施行規則における、感染症に関する条文です。文中
（　①　）～（　⑪　）に当てはまる語句を書きなさい。ただし、同じ番号には同じ語句が入ります。

⑴　学校保健安全法
第�十九条　（　①　）は、感染症にかかっており、かかっている（　②　）があり、又はかかるおそれのある児童生徒等があるときは、
政令で定めるところにより、出席を停止させることができる。
第�二十条　学校の（　③　）は、感染症の予防上必要があるときは、臨時に、学校の全部又は一部の（　④　）を行うことができる。

⑵　学校保健安全法施行令
　（感染性又は学習に支障を生ずるおそれのある疾病）
第八条　法第二十四条の政令で定める疾病は、次に掲げるものとする。
　　一　トラコーマ及び（　⑤　）
　　二　白癬、疥癬及び（　⑥　）
　　三　中耳炎
　　四　慢性副鼻腔炎及びアデノイド
　　五　齲歯
　　六　（　⑦　）病（虫卵保有を含む）

⑶　学校保健安全法施行規則
（臨時の健康診断）
第十条　法第十三条第二項の健康診断は、次に掲げるような場合で必要があるときに、必要な検査の項目について行うものとする。
　　一　感染症又は食中毒の発生したとき。
　　二　（　⑧　）等により感染症の発生のおそれのあるとき。
　　三　夏季における休業日の直前又は直後
　　四　（　⑨　）、（　⑦　）病その他の疾病の有無について検査を行う必要のあるとき。
　　五　卒業のとき。
（感染症の予防に関する細目）
第二�十一条　（　①　）は、学校内において、感染症にかかっており、又はかかっている（　②　）がある児童生徒等を発見した場
合において、必要と認めるときは、（　⑩　）に診断させ、法第十九条の規定による出席停止の指示をするほか、（　⑪　）そ
の他適当な処置をするものとする。（以下省略）

２　次の⑴～⑷の症状に当てはまる感染症名を書きなさい。また、⑴～⑷の感染症に当てはまる出席停止期間の基準を、あとの語群ア
～キから選んで符号を書きなさい。
⑴　紅斑、丘しん、水疱、膿疱、かさぶたの順に進行する発しんが出現し、同時に各病期の発しんが混在する感染性の強い疾患。
⑵　口腔粘膜と四肢末端に水疱性発しんを生じる疾患。
⑶　淡紅色の発しん、発熱、リンパ節の腫脹と圧痛を訴える。特に妊娠早期の妊婦が感染すると出生児に先天性の疾患がみられるこ
ともある疾患。
⑷　発熱、咳や鼻水などの呼吸器症状、眼球結膜の充血がみられ、頬粘膜にコプリック斑という粘膜疹がみられる疾患。

語群　　ア　解熱した後３日を経過するまで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　治癒するまで　　
　　　　ウ　主要症状が消退した後２日を経過するまで　　　　　　　　　　　　　　　　エ　発しんが消失するまで
　　　　オ　症状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで　　カ　すべての発しんが痂皮化するまで
　　　　キ　発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日（幼児にあっては、３日）を経過するまで

Ⅵ　次の文１～８の文中（　①　）～（　⑭　）に当てはまる語句を書きなさい。

１　ファロー四徴症はチアノーゼを伴う先天性心疾患で心室中隔欠損、（　①　）騎乗、（　②　）狭窄、右室肥大の４つの特徴をもつ。
２　「救急蘇生法の指針 2015（市民用）」（厚生労働省）には、突然の心停止直後に見られるしゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸
を（　③　）呼吸と呼び、このような呼吸が見られたら心停止と考えて胸骨圧迫を開始すると示されている。
３　アレルギーの原因となる食物を試験的に摂取して、それに伴う症状が現れるかどうかをみる検査を（　④　）試験という。
４　「熱中症環境保健マニュアル 2018」（環境省）に示された熱中症の重症度は、その症状によりⅠ度からⅢ度に分類されており、熱
失神、熱けいれん、（　⑤　）、（　⑥　）の順に高くなる。

５　「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　保健体育編」（文部科学省）には、「思春期には、下垂体から分泌される（　⑦　）
ホルモンの働きにより生殖器の発育とともに生殖機能が発達し、男子では射精、女子では月経が見られ、（　⑧　）が可能となるこ
とを理解できるようにする。」と明記されている。
６　「第五次薬物乱用防止五か年戦略」における留意事項として、薬物乱用防止教室は、（　⑨　）に位置付け、すべての中学校及び高
等学校において年１回は開催するとともに、（　⑩　）の実情に応じて小学校においても開催に努めること。（以下省略）
７　自動車や工場などから多くの窒素酸化物や炭化水素が排出されており、これらが（　⑪　）と反応することで発生する酸化性物質
の混合物が煙のように大気中に貯留し、目がチカチカする、のどが痛むなどの症状が現れることを（　⑫　）障害という。
８　平成 21 年に施行された学校保健安全法は、各学校において児童生徒等の安全の確保を図るため、第 27 条に（　⑬　）の策定、第
29 条に危険等発生時（　⑭　）の策定を義務付けるとともに、地域の関係機関との連携に努めることとしている。



令３　養護　解答用紙（ 5 枚のうち 4 ）受
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養 

護

Ⅰ

１

① ② ③

④ ⑤ ⑥

２

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

３

① ②

③ ④

⑤ ⑥

Ⅱ

１ ① ② ③

２

１

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑴

⑵

疼痛の名称

器具の名称

⑶

① ② ③

④ ⑤

Ⅲ

２

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

総計
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養
護

養 

護

Ⅳ

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

Ⅴ

１

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

２

感染症名 出席停止期間の基準

⑴

⑵

⑶

⑷

Ⅵ

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ



 

令３ 養護  模範解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

Ⅰ 

１ 

① 食道  ② 肝臓 ③ 胆嚢  

④ 膵臓 ⑤ 盲腸 ⑥ 輪状 

２ 

① オ ②   ク ③ ウ 

④ ア ⑤   カ ⑥ ス 

⑦ コ ⑧   ケ  

３ 

① マックバーネー ② ブルンベルグ 

③ 過敏性腸 ④ ロタ 

⑤ ノロ ⑥ 溶血性尿毒症 

 

 

 

 

Ⅱ 

１ ① 六月三十日 ② 疾病 ③ 事由 

２ イ  オ 

 

１ 

① 橈 ② 舟状 ③ 尺 

④ 手根 ⑤ 中手 ⑥ 基節 

２ 

(1) 自動運動 他動運動 

(2) 

疼痛の名称 介達痛 

 

器具の名称 打腱器 

(3) 

① ウ ② ア ③ ア 

④ ウ ⑤ イ  

Ⅰ  

４６点 

 

   

 

Ⅱ  

９点 

 

   

 

基準 小計 

1 

2 点×8 

36 

2 

2 点×4 

順不同 

3 

2 点×6 

 

 

基準 小計 

1(1) 

 3点×6 

 

42 

 1(2) 

 2点×5 

2 

 2点×7 

 

Ⅲ  

４０点 

 

   

 

Ⅱ 計１９点 

 １    ２点 

 ２～５ 各３点 

 

 

   

 

総計  

２００点 

 

   

 

Ⅲ 



令３ 養護  模範解答 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

① 気流 ② アレルゲン ③ １５００ 

④ １７ ⑤ ２８ ⑥ ３０ 

⑦ ８０ ⑧ ０．１０ ⑨ １０ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

① 校長 ② 疑い ③ 設置者 

④ 休業 ⑤ 結膜炎 ⑥ 膿痂疹 

⑦ 寄生虫 ⑧ 風水害 ⑨ 結核 

⑩ 学校医 ⑪ 消毒 

 

２ 

 感染症名 出席停止期間の基準 

（1） 水痘 カ 

（2） 手足口病 オ 

 

（3） 風疹 エ 

（4） 麻疹 ア  

 

 

 

 

Ⅵ 

① 大動脈 ② 肺動脈 ③ 死戦期 

④ 食物負荷 ⑤ 熱疲労 ⑥ 熱射病 

⑦ 性腺刺激 ⑧ 妊娠 ⑨ 学校保健計画 

⑩ 地域 ⑪ 紫外線 ⑫ 光化学スモッグ 

⑬ 学校安全計画 ⑭ 対処要領  

Ⅳ  

１８点 

 

   

 

Ⅴ  

４５点 

 

   

 

Ⅴ 

Ⅵ  

４２点 

 

   

 


